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米国における放送アーカイブの現状
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1．はじめに
公衆を対象とした商業放送の歴史は、1920 年に米

国で開局した KDKA をはじめとするごく少数のラジ
オ局までさかのぼることができる（1）。発祥の地である
米国は、1,784 のテレビ局と 1 万 5,358 のラジオ局を
抱え（2013 年 12 月現在）、今や世界で最も放送が普
及した国といわれている（2）。また、放送事業そのもの
の活況に加え、後々の検証や研究を目的として、多様
な主体によって放送番組（以下「番組」）が収集・保
存され、利用に供されている点に、米国の放送メディ
アの成熟度が表れてもいる。

筆者は、国立国会図書館電子情報部電子情報企画課
在籍時の 2015 年 3 月に、米国の 3 つの放送アーカイ
ブ（3）を訪問する機会を得た。本稿では、その際のヒア
リング内容を基に、米国における放送アーカイブの現
状を紹介する（4）。なお、本稿の意見に属する部分は筆
者の私見である。

2．ペイリーメディアセンター
ペイリーメディアセンター（The Paley Center for 

Media）（5）は、1975 年に CBS（CBS Broadcasting）会
長のペイリー（William S. Paley）によって設立された
非営利組織で、メディア業界やメディアに関心のある
人々のために、テレビ、ラジオ等の文化・創作・社会
的意義に関する議論の先導的役割を果たしている（6）。
ニューヨークに本部（写真 1）、ロサンゼルスに支部
があり、番組を収集・保存・利用提供するだけでなく、
業界関係者のための会合や一般公衆向けのセミナー等
の啓蒙活動を精力的に行っている。放送アーカイブと
しての機能（収集・保存・利用提供）に携わる職員は
合計 21 名である。

番組の収集は 5 名のキュレーターの「目利き」によ
る選択的なもので、放送局との契約・寄贈に基づいて
物理媒体によって行われており、同センターでは日本
も含むおよそ 80 か国の番組（テレビ、ラジオ、CM）
約 16 万本を所蔵している。大多数の番組は放送局が
かつて利用していた旧式の媒体で保存されており、U
規格カセットテープ（約 50％）、ベータカム・デジ
タルベータカム（約 20％）、D2 カセットテープ（約
10％）などのほかに、1 インチや 2 インチのオープン

動向レビュー

リール式テープ類も保存している。
所蔵資料はオンラインデータベース（7）から検索可能

だが、番組の視聴はニューヨーク及びロサンゼルスの
施設内ライブラリーでのみ可能である。会員以外は
10 ドルの入館料が発生するものの、目的を問わず誰
でも利用できる。なお、番組の複製等のサービスは行っ
ていない。個人的な関心を動機とした者が利用者の 6
割以上を占め、残りは研究者、学生、会員等である。

メタデータは専属の担当職員 3 名が番組を視聴しな
がら一から作成しており、1 時間番組のメタデータを
作成するのに 3 時間半程度かかるとのことだった。メ
タデータには、放送局、放送時間、出演者、解題等の
情報が含まれ、作成のための基準はあるが独自のもの
であり、明文化されている訳ではない。

デジタル化から保存・提供のワークフローはおおむ
ね次のように進む。まず、アナログ形式の媒体の場
合はデジタル変換、ノイズ除去等を行う（現状では
作業の 95% 以上がアナログ媒体からのデジタル化で
ある）。その後、ノンリニア編集（8）ソフトによって編
集され、旧来のアナログテレビ相当の画質である SD

（Standard Definition）規格 8bit の非圧縮 MOV 形式
のファイルとして、容量 96TB（テラバイト）の NAS（9）

に保存される。当該ファイルからは自動的に WMV、
MPEG2 及び H.264 の各形式の視聴用ファイルが作成
され、元ファイルは保存用の LTO（10）テープに格納さ
れる。ニューヨークとロサンゼルスの施設内にある端
末からは、WMV と H.264 形式のファイルをストリー
ミングで視聴することが可能で、ロサンゼルスで視聴
するためのファイルは、クラウドサービスに保存され
ている。保存用の LTO テープは、130km 程離れたス
トレージ会社の倉庫に保管されている。＊調査及び立法考査局経済産業課 

写真 1　ニューヨークのペイリーメディアセンター本部
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ビスが著作権侵害に当たるとして訴訟を起こしてい
る。しかし、VTA の果たす役割に対する配慮もあり、
1976 年の著作権法改正で同規定が新設されたことに
より、裁判は訴えの取下げをもって終了した（15）。そ
のため、同規定は「ヴァンダービルト条項」とも呼ば
れる（16）。

複製物貸出の約 4 割は研究者や学生による利用だ
が、近親者や知人が出演したニュース番組を視聴した
いといった娯楽目的の利用や、ドキュメンタリー番組
の製作など仕事に関連した利用も多い。一方で、実際
に VTA に来館して視聴する利用者は、約 9 割が大学
の教員や学生で、文理の別を問わずほとんど全ての分
野の学生が利用するという。

また、2008 年からは NBC 及び CNN との契約によ
り、有料の登録を行った米国とカナダの大学に対して、
ストリーミングでニュース番組を提供している。最新
のニュースは放送から 72 時間待たなければならない
が、登録している大学の教員や学生は、自学のキャン
パス内で NBC と CNN のニュース番組を自由に視聴
することができる（17）。現在 126 機関が登録しており、
利用は通常 1 日に 50 ～ 100 件程度だが、大学の授業
や課題等でニュース番組が利用されることで、急激に
利用件数が増加する日もあるとのことだった。

2003 年以降、番組の録画は 10 チャンネルを同
時に録画可能なデジタルビデオレコーダー（Snap 
Stream）と Microsoft Windows の PC7 台を用いて自
動的に行われており（写真 2）、保存用のファイルは
SD 規格の MPEG2（動画の品質は 6Mbps）形式、ス
トリーミング用のファイルは Real Media 形式で、そ
れぞれサーバーに保存される。保存用のファイルの総
容量は現在 150TB 程度である。まれに気象状況等の
影響で録画に失敗することもあり、その場合はニュー
スモニタリング会社から番組を購入することもあると
いう。

複製用のファイルは DVD-R でも保存しており、古
い年代の番組については旧式の媒体も多く残ってい
たが、国立科学財団（National Science Foundation）
や全米人文科学基金（National Endowment for the 
Humanities）からの補助金等を利用して、2000 年代
に大規模なデジタル化を実施した（18）（19）。データベー
スに登録されたニュース番組は全てデジタル化済だ
が、一部登録されていないテープ群もあり、現在はイ
ラク戦争関連の特別コレクションのデジタル化を実施
中である。なお、VTA で録画されたニュース番組は
長期保存用に米国議会図書館（Library of Congress：
LC）に送付され、LC ではそれらを恒久的に保存する
とともに、利用にも供している。

メタデータは全て手作業で作成しており、独自の作

デジタル化の優先順位はもっぱらキュレーターの選
択や利用者のニーズに基づいて決められており、媒体
の劣化状況等は特段考慮されていない。1 日におおむ
ね 1 ～ 2TB 分の番組がデジタル化されるが、デジタ
ル化設備と施設内にある劇場での上映のための設備が
同一のため、イベントで上映を行う際にはデジタル化
作業は中断される。現在、およそ 3 万 7,000 本の番組
約 3 万時間分をデジタル化済で、保存用のファイルの
総容量は 2.5PB（ペタバイト）に達する。

ヒアリングでは、課題として、メタデータ作成とデー
タ登録の作業を限られた人員で行うための業務プラン
の改善が必要であることが挙げられていた。また、放
送業界の再編が進み、各放送局間の競争が強まる中で、
番組収集のための放送局との交渉も難しくなってきて
おり、限られた予算内での番組の選定が収集部門にお
ける課題となっていた。

3．ヴァンダービルト大学テレビニュースアーカイブ
ヴァンダービルト大学テレビニュースアーカイブ

（Vanderbilt Television News Archive：VTA） は、
大学図書館の一施設としてテネシー州ナッシュビルに
設置された、テレビのニュース番組に特化したアー
カイブである。職員は 6 名で、1968 年の設立以来、
三大ネットワーク（ABC（American Broadcasting 
Company）、CBS、NBC（National Broadcasting 
Company））の夕方のニュース番組を録画によって収
集・保存しているほか、近年はニュース専門局であ
る CNN（Cable News Network）（1995 年～）や Fox 
News（2004 年～）も対象に含めている。また、その
ほかに特別コレクションとして大統領の演説、選挙、
戦争、9.11 テロなど主要な出来事に関するニュースも
別途保存しており、現在約 7 万本のニュース番組の約
107 万項目のニュースが利用可能である（11）（12）。

所蔵資料はオンラインデータベース（13）から検索可
能で、誰でも来館利用が可能だが、特徴的なのは、
学内外の利用者に対して有料で複製物を提供してい
る点である。複製サービスには、①単純な番組の複
製（Duplication）と、②必要な箇所を複製・編集し
て 1 つにまとめるもの（Compilations）の 2 種類があ
り、手数料や送料等の実費程度の料金で利用可能であ
る（14）。インターネット経由で依頼が可能で、DVD 又
は VHS が配送されるが、複製物の提供はあくまで米
国著作権法第 108 条第（f）項第（3）号に基づく「貸出」
であり、利用者は通常 1 か月程度で媒体を返却するこ
とが求められる。

なお、権利権限により視聴覚ニュース番組の複製・
貸出を明確に認める当該規定は、VTA が業務を開始
した当時は存在しておらず、CBS は 1973 年にこのサー
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成ルールを持っているが、これは 1995 年まで紙媒体
の解題索引 “Television news index and abstracts” を
作成してきた経験に基づくもので、明文化されたもの
ではない。件名やシソーラスといったものも使用し
ていないが、用語の選定には “New York Times” や
“Facts on File” を参照している（20）。ニュースで取り
上げられた単語や文章を単純にそのまま引用する訳で
はなく、前例や経験に基づいて要約するのが特徴で、
30 分のニュース番組のメタデータを作成するのに、
熟練した職員でおよそ 1 時間半かかる。大統領選が近
づくと、メタデータを作成するニュースの話題の 3 分
の 1 はそれに関連した内容になるとのことだった。

VTA における最大の課題は、このメタデータ作
成に携わる人員の確保である。日々録画されていく
ニュースひとつひとつに人手で解題を付与するのは時
間がかかる上、相応の教養や経験も求められるが、多
くの職員は高齢化して後任も育っていない。ヒアリン
グでは、Internet Archive（21）を念頭に、クローズドキャ
プション（22）利用の可能性も言及されたが、当面は従
前の方法でメタデータ作成を続けるようであった。

4．LC
LC は、図書や雑誌等の紙資料だけでなく、番組を

含む録音・映像資料も収集しているが、その収集・保
存業務はワシントン D.C. にある本館ではなく、ヴァー
ジニア州カルペパーにある国立視聴覚資料保存セン
タ ー（National Audio-Visual Conservation Center：
NAVCC）が担当している（CA1711 参照）。NAVCC
では、約 300 万点の録音資料と約 150 万点の映像資料
を所蔵しており、うちおよそ 100 万点がラジオ番組、
50 万点がテレビ番組と推定されている。

大半の資料は著作権登録手続きの過程で納入され
るもので、毎週ワシントン D.C. からトラックで配送
されており、U 規格カセットテープから Blu-ray Disc
に至るまで、ありとあらゆる媒体が含まれる。

NAVCC では、精力的にデジタル化を実施しており、
とりわけ U 規格と VHS ビデオのテレビ番組に関して
は、全自動のデジタル化システム（SAMMA）（23）4 台
が絶えず稼働することで着実にデジタル化を進めてい
る（写真 3）。SAMMA では、ロボットアームが棚に
並べられたテープの背面に貼られたバーコードを読み
取り、対象の資料をデッキに挿入してデジタル化する。
オープンリールで保存された番組もデジタル化してい
るが、こちらは人手でセットしている。磁気テープ類
のデジタル化においては湿度がその成否の重要な要素
となるが、作業エリアは湿度までは制御されていない
ため、夏季など湿度が高い日は作業を行わないという
ことだった。ラジオ番組等の録音資料についても、媒
体種別ごとに分かれた 9 か所の録音ブースでデジタル
化を行っている。こうしたデジタル化の作業ポイント
は 50 か所以上あり、システム全体を通じたスループッ
ト（現在は最大 6Gbps）をどのように最大化するかが
課題となっている。

写真 3　 SAMMA によるデジタル化の様子

デジタル化の対象資料は、閲覧室（利用者）からの
要求とキュレーターの選択によって決めている。デジ
タル化に先立ち、資料は必要に応じて専用のオーブン
で 2 日間かけて乾燥させられる。これによりバイン
ダーが空気中の水分によって分解し、テープがべたつ
いてしまう「スティッキー・シェッド」が一時的に解
消するため、古い資料でもデジタル化が可能となる。
また、故障したものも含め、あらゆる型番の再生機器
を保管しており、現役の再生機器が故障した際の部品
交換等を自前で行っている。

デジタル化のファイル形式は、映像（SD 規格）の
保存用ファイルが JPEG2000 Lossless （reversible 5/3） 
MXF OP1a、提供用ファイルが H.264/MOV、音声の
保存用ファイルが Broadcast WAV （BWF RF64） 96 
kHz/24bit、提供用ファイルが WAV 44.1kHz/16bit で
ある。デジタル化されたファイルは一旦ディスクアレ

写真 2　VTA における録画の様子
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イ（24）に保存され、代替施設に保存するためのバック
アップファイルが作成される。全てのファイルは、生
成と同時に技術的なメタデータが自動的に作成され、
定期的に SHA-1（25）ダイジェストによる完全性検査を
受ける。NAVCC に保管されるファイルは、最大容量
49PB（空きスロットも含めた容量。既に用意されて
いるテープは 7.5PB 分）のテープライブラリに保存さ
れ、アクセス時には該当するテープのファイルがディ
スクアレイにアップロードされる。リクエストからア
クセスまでの時間は 20GB のファイルでも 5 分以下と
のことである。現在、合計で約 5.2PB 分のファイルが
保存されており、1 日平均 4TB ずつ増加している。

また、NAVCC では現在、264 チャンネル分のテレ
ビ・ラジオ番組を同時に直接録画・録音するためのシ
ステム（Live Capture）を構築中である。NAVCC では、
近接する 4 つのテレビ放送圏の地上波放送、衛星放送

（DirecTV 及 び Dish Network）、 有 線 放 送、FM 放
送が受信可能で（26）、Snap Stream と Apple 社の Mac 
Mini を使用して既に複数のチャンネルを同時録画で
きるようになっているものの、ファイル形式の変換や、
24 時間録画され続ける番組のメタデータ作成にかか
る膨大なコストがネックとなっているため、システム
の改良が検討されている。

NAVCC で保存されている番組を含む録音・映像
資料は、ワシントン D.C. にある LC の 2 つの閲覧室

（録音資料レファレンスセンター（Recorded Sound 
Reference Center）、映像・テレビ資料閲覧室（Motion 
Picture and Television Reading Room））で提供され
ている。両閲覧室とも、調査研究目的で事前予約した
場合に限り、無料で視聴可能である。有料の複製サー
ビスも提供されているが、著作権保護期間が満了して
いない資料については、利用者が著作権者の許諾を得
る必要がある。利用者は閲覧室内に設置された端末
から専用の検索システムで資料を検索し、デジタル化
されている場合はその場で、デジタル化されていない
場合は資料を請求した上で後日視聴することが可能で
ある。デジタル化済の資料はごくわずかであり、特に
デジタル化に要する時間が比較的長い映像資料は、ほ
とんどが週に 1 度の媒体の搬送によって提供されてい
る。また、必ずしも全ての資料が検索システムに登録
されている訳ではなく、カード目録を含む複数の検索
手段を併用する必要があることが、膨大な資料を所蔵
する LC ならではの課題でもある。

5．おわりに
日本の放送アーカイブとしては、埼玉県川口市の

NHK アーカイブスや神奈川県横浜市の放送ライブラ
リーなどが挙げられるが、その収集範囲や公開の自由

度といった面で、米国には遠く及ばない。
例えば、NHK アーカイブスは、著作権法で規定さ

れる「公的な記録保存所」として例外的に 6 か月を超
える番組の保存が可能だが、その公開に当たっては権
利処理が前提となるため（27）、公開番組数は所蔵のご
く一部にとどまる（28）。また、放送ライブラリーは放
送法に規定された「放送番組センター」によって運
営されるが、その事業資金のほとんどは民放各社と
NHK が出捐しており、収集対象となる番組は「賞を
受けた番組」や「記録として価値のある番組」等に限
定される（29）（30）。

放送済の番組の保存や限定的公開が、権利者や放送
局の判断のみに委ねられるとすれば、文化の発展や公
共財たる電波を用いる放送の公共性といった観点から
は、必ずしも好ましい状況とはいえない。政治・社会・
文化等の様相を伝える貴重な資料である番組を、価値
判断を排して網羅的に保存し、利用しやすい形で次世
代に受け継ぐために、より良い放送アーカイブのあり
方に関する丁寧な議論が求められる。
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